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日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

編集長の思い出

日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

もNewsletterࢲ、回、ඪ題の原稿をґཔされࠓ　
編集にܞわっていたことを久々に思い出した。しか
し、2�年くらい前のことなので、記Աがあや;や
で、JASTRO事຿ہに౰࣌のࢿྉをૹってもらっ
た。それでも׬全には思い出ͤないので、౰࣌のࢿ
ྉをもとに「思い出」をॻくこととした。JASTROの発
足は1988年2月であるが、実は、1986年8月から
JASTRO	News（ਤ1）という࡭子が2ヶ月に1回発行
され、1988年3月の第10号まで続いた。JASTRO	
Newsというロΰの下には日本医学放射線学会　放
射線जᙾ学委員会とॻかれており、౰࣌のJRSとの
ඍົな関܎を֞間見ることができる。ͪ なみに10号は
「放射線जᙾ学会発足！」がר಄言であった。そして、
1988年6月からJASTRO	Newsletter（ਤ2）΁とҾ
きܧがれた。
　　౰࣌は広報委員会なͲの૊織はなく、かろう͡
てϫープロ（ύιコンはほとんͲීٴしていなかった
のでϫープロઐ用機）はあったが、ి子ϝールなͲ
の௨信手段もなかったので、上記のNewsならびに
Newsletterڞに東京在住ऀで行われていた。いわΏ
る編集委員長は橋本ল三先生（慶応大学教तɿ౰࣌）

で、編集委員には喜多みͲり先生（東京女子医大ɿ
౰࣌）、茂松直之先生（慶応大学ɿ౰࣌）とԮ野（国
立がんセンター病院ɿ౰࣌）が຿め、発ץのଧ合ͤ
は慶応の橋本先生の教तࣨで編集ҹ࡮担౰の人を
ަ͑てࡉ と々行っていた。しかし、内༰のほとんͲは
橋本先生が͑ߟられており、ࢲたͪは何もしなかった
ように記Աしている。Newsletterになってからは編集
後記をॻかされたが、本編の内༰はやはりほとんͲ橋
本先生が͑ߟられていたと思う。橋本先生はいろいろ
なアイσアを࣍ と々܁り出して、編集ҹ࡮担౰ऀに఻
News	໘を構成していった。ͪなみにJASTROࢴ͑
は#�、6�10ϖージで国際情報・国内情報といった
コーナーがطにあり、人事異ಈもࡌܝされていた。
JASTRO	Newsletterもࢲがܞわっていたころは#�、
10�20ϖージで特ఆの様ࣜはなかったように思う。ͪ
なみに、Newsletterは第�号からタイトルがਤ2のࣼ
ମにมわっている。また、12ࣈから௨ৗのӨつきࣈ
号ではJASTROのϚークとॻମの公ืが行われてい
るが現在࢖用されているものとは大きく異なる。こうし
て振りฦると、NewsletterにもJASTROのྺ史と重
みを感 る͡。

日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

メディポリスがん粒子線治療研究センター　荻野　尚
Newsletter 編集者の思い出

JASTRO Newsletterの回想

図 1 図 2

日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

　JASTRO	NEWSLETTER	100号おめでとうござい
ます。早いものでJASTRO૑立23年なのですͶ。
　JASTRO発足直前まではඇ公ࣜでJASTRO	News
が放射線治療医の情報ࢽとして発行されていました
が、正ࣜにJASTROが発足した1988年にJASTRO	
NEWSLETTERとして6月1日に第一号がץ行されて
います。

　いつからか記Աがなくਃし༁ないのですが、第3号
にࢲのつたない編集後記が記ࡌされていますので、
おそらくॳ回から編集委員のお手఻いをさͤていたͩ
いたのではとないかと思います。
　ॳ୅の編集長は慶応大学の橋本ল三教तで、慶
応大学の地下の放射線治療֎དྷの片۱の小さな教त
ࣨで編集会議をいたしました。ଞに編集委員はԮ野

都立多摩総合医療センター　喜多みどり
編集長の思い出―橋本省三先生
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学会・研究会印象記①

　JASTRO	Newsletterが100号をܴ͑られるとの
こと、それまでの担౰の皆様のご౒力のࣀ物により、
Newsletterがかくもॆ実したものになっていることに
敬意を表します。
　1999年1月のJASTROཧ事会で広報活ಈの重ཁ
性がೝめられ、広報委員会が発足し、小生がॳ୅の
委員長に೚໋されました。౰࣌、*Tの言葉そのもの
がなお໨新しかった࣌୅で、weCsiteのॆ実とڞに、
Newsletterと一ମとなった広報活ಈが企ਤされまし
た。ै って委員会のओཁ活ಈをNewsletterの編集（そ
れまでは編集委員会）とweCsiteの؅ཧとॆ実にஔき
ました。Newsletterはطに��号まで発ץされており、
小生は第�6号から�3号（2000年10月）までを担౰
したことになります。
　౰࣌のJASTROは༳ឈظをようやくա͗、ମ੍の
ॆ実がਤられていたࠒで、ೝఆ੍度委員会による会
員・ࢪ設のೝఆ੍度の֬立、小線ݯ部会の発足、
学会による医学生セミナーのӡӦ、準会員੍度の発
足、それに൐うNewsletterの年6回発行なͲ、活ಈ
の෯を大きく֦͛、ཧ事会でもຖ回活発な議࿦が෩
発していました。広報委員会としては、Newsletterの
年6回発行とweC編集に合わͤ担౰委員を૿員して
対応しました。
　Newsletterは౰࣌は#�൛でした。「ಡんでもらう

Newsletterに」をओ؟に、ཧ事会・委員会の報ࠂが
大会௨知そ）ࠂ಄にくるスタイルをվめ、学会の会ר
のଞ）の後には特集を૊ΉなͲの工夫をし、ྫ͑ば౰
まͩೃ染みのബかった「インϑΥームドコンセントに࣌
ついて」や「放射線治療の物ཧと2A」の特集が૊ま
れました。学会見ฉ記・報ࠂや「ؤுってます！」な
Ͳは౰࣌からಡऀに興ຯਂくಡまれていたと思われま
す。また法੍・健保委員会関連の放射線治療に関܎
する੍度վ正、保険੍度มߋのप知の記事はຖ号の
ようにࡌܝされました。一方で学会ࢽは౰࣌から年�
回発行であり、年6回発行に൐うૹྉࢧ出૿は、౰
࿮では相応に問題でした。後೚ܭの小さな学会会࣌
を伊東広報委員長におୗしし、ޭを૗して活ಈのॆ
実をみたように記Աしています。
　Ҽみに、JASTRO	Newsletterの前身は日本医
学放射線学会放射線जᙾ学委員会が編集していた
JASTRO	News（編集・発行人橋本ল三先生、慶応
大学）であり、1986年8月から発行され、その第10
号（88年3月）では「放射線जᙾ学会発足！」が׻喜
をもってᨳわれています。日医放の委員会૊織であっ
た౰࣌からJASTROのݺশが用いられていたのは、
ASTROを強く意ࣝしていたことがӐわれ、懐かしい
思いです。

市立堺病院放射線治療科部長　池田　恢
JASTRO Newsletterの回想

JASTRO Newsletterの回想

ঘ先生と茂松直之先生で、あとは発行のϝσΟカル教
育出൛社の松島さんとܭ�人でした。教तࣨのؙい
小さなςーϒルをғんで会議です。౰࣌の編集方਑
はᶃ「ר಄言」をͲなたにͲんな内༰でॻいていた くͩ
か、ᶄཧ事会・委員会報ࠂはなにがあるか、ᶅ学会
ҹ৅記を୭にかいてもらうか、ᶆ学会情報、ᶇそのଞ、
を決めていくものでした。ϖージ਺も10ϖージ前後と
の国内の࣌とはൺ΂物にならないബさでしたが、౰ࠓ
放射線治療関܎の情報は一手に記ࡌされていたと思
います。
　東京女子医大から慶応病院まではタクシーで10分
ఔ度です。̒࣌からの編集会議に間に合うように病院
をඈび出して、橋本先生の教तࣨ΁͗ٸます。橋本
先生は「イϤッ」とֻけ੠をֻけられ、あのニコニコإ

でܴ͑てくͩ さいます。実は編集内༰はすでに橋本先
生の಄の中に出དྷ上がっているようで、ࢲたͪ若ഐऀ
（卒後��10年）はたͩ橋本先生のお言葉にߠくͩけ
でした。会議が࢝まり20分もա͗ると、橋本先生は
おもΉろに脇にஔいてある小さなྫྷ蔵庫から؈Ϗール
をऔり出してࢲたͪにޚ஘૸してくͩ さいます。実は
はこのϏールが楽しみで編集会議に出੮していたよࢲ
うな気がいたします。
　ͲんͲん内༰がೱくなってくるJASTRO	NEWS	
LETEERですが、これを͑ࢧている編集委員の先生
方はさͧかしۤޚ労の多いことと思います。これから
もJASTRO学会員のために多くの情報を届けてくͩ さ
るようؤுってくͩ さい。
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日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

　JASTRO	NEWSLETTERの第100号おめでとう
ございます。年̐רあるいは6רでしたから発ץから
20年Ҏ上たったわけです。ࢲは200�年から200�	
年までの3年間広報委員長をさͤていたͩきまし
た。NEWSLETTERの編集は、現在の広報委員
長の唐澤ࠀ之先生にお願いしており、ࢲはओに
JASTROϗームϖージの؅ཧをしていました。この࣌
NEWSLETTERの内༰がॆ実し、いろいろなコーظ
ナーが作られ、会員の皆さんからのධ൑も良く、良
質のࢴを࢖っていたためかJASTRO学会ࢽよりも厚
くなり、広報委員長としてそれがތらしくࣗຫでし
た。ところがあるとき、ཧ事会で౰࣌の๭会長から、
「NEWSLETTERが厚いのが問題ͩ。学会の੺ࣈ
の原Ҽとなるので、もっとϖージ਺をݮらすように」と
ಥવ言われました。青天のᯡᯧでしたが、会員਺の

૿加やϖージ਺の૿加に൐ってҹ࡮අ・༣ૹඅが上
がっていたのです。その後は、唐澤先生とも相ஊしで
きるͩけϖージ਺をし΅り、広ࠂもお願いし何とか੺
にならないように౒力しました。このときのコスト意ࣈ
ࣝが、ϗームϖージのバナー広ࠂなͲにつながりまし
た。その後、総຿ཧ事として学会の財຿を担౰した
の準会員の年会අ3000ԁのうͪのほとん࣌に、౰࣌
ͲがこのNEWSLETTERの経අに࢖われていることが
わかり、このままでは学会をҡ࣋できなくなると൑断
し、皆さまに会අの஋上͛をお願いすることになりま
した。この原稿をॻきながら、ࢲのNEWSLETTER
の思い出は、お金のことばかりであったとۤসしてい
ます。NEWSLETTERが放射線治療の正しい情報発
信ݯとなり、さらなる発లをすることをظ଴して筆をお
きます。

近畿大学医学部放射線腫瘍学部門　西村恭昌
広報委員長時代の思い出

JASTRO Newsletterの回想

から1�年前、駒込病院に着೚してしばらくたっࠓ　
て、౰࣌の担౰ཧ事の大川ஐ彦先生からNewsletter
の編集にܞわるようΦϑΝーをडけ、おҾきडけして
から、早े਺年、その間、伊東久夫先生、池田պ先生、
広川༟先生、西村ګণ先生というྺ୅広報委員会ご
担౰のཧ事の先生にごࢦಋ頂き、編集にܞわらͤて
頂きました。
　大川先生の࣌୅には「がんばってます」が࢝まり、
౰࣌一般病院で特に一人医長としてがんばっておら
れる先生のۤ労ஊを会員の皆様に঺介するようにしま
した。そして౰࣌の編集委員の一人ྛ܀徹先生がӫ
͑ある第一回の執筆をされています。「がんばってま
す」もその後回を重Ͷてもうすぐ100人໨の先生がొ
場されるということで、ྺ史を感͡ます。この長い間
続いた企画はཪฦͤば、放射線治療ࢪ設がこの間ܧ
続して発లしてきたことを物ޠっています。伊東先生
の࣌୅には、ஸ度JASTRO�graNとJournalクϥϒが
cluCと	まり、伊東先生が中心となられてJournal࢝
Jastro�graN発信されていた事を思い出します。池田
先生の࣌୅には、準会員΁のサーϏス޲上のために

特集記事が࢝まり、またNewsletterの発行が一࣌త
に年̒回になりました。そのため、一ମこの記事がい
つの号にࡌܝするかがわからなくなるほͲ、編集も多
๩をۃめ、࢒೦ながらࠓのץقで行こうということに
なりました。広川先生の࣌୅には、࠶び発行ظ間は
に໭りましたが、৭々な企画も新たにొ場し、原ץق
稿をґཔするタイミンάが஗れて、大͗ٸで連絡し一
ि間で特集を࢓上͛て頂いたということも経ݧし、編
集をओとして担౰するものとしてة機؅ཧを学びまし
た。西村先生の࣌୅には、さらに企画の਺も૿͑、
ґཔ原稿の਺も多くなり、発૝のශऑさを௧感しなが
ら、ຖ号ຖ号新しい特集ςーϚをߜり出すことにྀۤ
をしていたことを思い出します。またϖージ਺も૿͑、
会員਺の૿加とともに、JASTROの活ಈ性の高さの
表れと思っております。
　そして200�年からは、小生が広報委員長となり、
茂松先生にご担౰頂き、そして2010年からは村山先
生にご担౰がมわり、Newsletterの担౰ऀもॆ実し、
このたびめでたく100号記೦号が出൛されることとな
りました。

がん・感染症センター都立駒込病院　唐澤克之
JASTRO Newsletter編集に携わって

編集長の思い出
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　JASTROの広報委員の一員として、伊東久夫・廣
川༟・西村ګণ・唐澤ࠀ之委員長のもと、2001年
から昨年まで活ಈしておりました。JASTROgraN・
Journal	$luC഑信と、その後JNL編集長をそれͧれ
2年間、昨年（JNL98号）まで担౰し、本౰に多くの方々
のڠޚ力でなんとか広報委員を卒業致しました。
回、JNL100号΁の執筆ґཔを̒月16日におडࠓ　
けしました。“కめ切り6月末日、原稿のకめ切りま
でかなり୹ظ間になりまことにॖڪですが、୚൱につ
きまして本ϝールฦ信にてお知らͤくͩ さい”とのこと
で、“కめ切りまで2ि間しかないのか！”と、ͪょっ
と“ムッ”と思いましたが、ࢲが編集担౰࣌のࢲのご
ґཔのϝールをಡみฦしてみますと、కめ切りまで最
長で1カ月、最୹では10日でお願いしていることが൑
明し、皆様に何とແཧなお願いをしていたのかと൓ল
のݶりです。この場をआりて౰࣌のޚແྱを平身௿
಄お࿳びਃし上͛ます。
　໨玉の内༰である“特集”のコーナーもςーϚがな
かなかߜり切れͣ、それͧれの先生΁のごґཔも大

มに஗くなりました。T.7.%.のコーナーでも多くのお
๩しいઐ໳の先生方にかなりのແཧをお願いいたし
ました。“ೝఆ医のগない県”のコーナーではできる
、りおి話でごґཔとごঝ୚を頂いていたのですがݶ
ごґཔのおి話をすると“ついにうͪにきましたか・・
๩しいので・・ଞにいまͤんか・・”と言うご൓応が
多く、おి話するのにいつもۓுしておりました。“が
んばってます”はࢲも大޷きなコーナーでしたが、Ͳ
のようにࢪ設をબఆするか、大มにۤ労致しました。
“物ཧ࢜”のコーナーでは墨東病院・順天堂大学病
院の方々に大มにお世話になり、近年物ཧ࢜の೚຿
が明֬になってきたのも皆様のごڠ力のࣀ物と思って
おります。
　村山重行先生がࢲの後、編集長を຿めております。
Ͳうͧ皆様ごڠ力のఔお願い致します。ແཧなお願い
と感͡ても“ムッ”とͤͣ“সإでイΤス”と౴͑てい
たͩけると幸いです。よろしくお願い致します。皆様
のごڠ力がJNLをॆ実さͤ、さらにはJASTROのさ
らなる発లにඞͣܨがると֬信いたしております。

慶應義塾大学医学部　放射線科学教室　茂松直之
前編集長の思い出とお願い

　振りฦってみますと݁構͗り͗りのମ੍で編集と発
行を行ってきたと思います。その都度、会員の皆様に
は、࣌間のない中、շくґཔをおҾきडけ頂き、ظ
までにご୤稿頂きましたことを、この場をおआりしてݶ
感ँਃし上͛ます。またϝσΟカル教育研究社、ϝσΟ
カルトリϏϡーン社、そして現在の%*Sアートϫークス
の編集担౰の方々にも感ँਃし上͛ます。

　Newsletterは現在学会ࢽが英文Խされたため、日
本ޠの記事や௨知文ॻのࡌܝや、多৬छが関わる
JASTRO会員のコミϡニέーションの場として、そ
の存在意義が૿したと͑ߟております。ࠓ後も本ࢽ
がASTRO	News、ESTRO	NewsにฒͿ存在として
1�0号、200号と発లして続いて行きますことを心よ
りفっております。
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日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

　編集部から、ごґཔをいたͩき10༨年前の原稿を
懐かしくಡみฦしてみました。さらに๩しくなったこと
Ҏ֎、ঢ়گがมわっていないことにۤসするのみです。
この間がん対策ج本法が成立、がん診療連ڌܞ఺
病院となりपลのڥ؀は多গมԽしておりますが、౰
科のڥ؀は̐.79線ઐ用機が東ࣳから7arianにߋ
新されたҎ֎、ओ治療機は$linac	2100のままՔಇ
から1�年近くを਺͑、࿝ٺԽした設උと人ࡐをつ͗
は͗して、なんとか対応しております
　現ঢ়は高木ࠀ医ࢣ（̓月から高田優先生）と̎ 名で、
医学物ཧ࢜、඼質؅ཧ࢜、治療ઐ໳技ࢣ౳と、連
のため、前立࢝新後の*.RT։ߋثのもとに、機ܞ
થ症ྫでの$old	Run౳を研修中であります。
　昨年の新ن治療患ऀは�68名、࠶照射をؚめԆ

΂6��名に治療しております。ೖ院患ऀは平26ۉ名
で、遠方のため௨院ができない患ऀさんと、৯道癌
಄ᰍ部癌を中心としたซ用Խ学療法のためのೖ院が
中心となっております。患ऀさんの住所をプロットする
と一年で北海道地ਤの֎पが׬成します。
　ैདྷ放射線୯独、あるいは異࣌Խ学療法でۤ労し
ていた࣌୅とൺ΂、$$$RTにて৯道なͲの治療成੷
が別の疾患のごとくվળしており、それを楽しみにし
ながら࢓事をしております。
　地ཧ上、東に北海道がんセンター（西尾院長）、
西にࡳຈ医大病院（晴山教त）　北に北大病院（白㚁
教त）にғまれ、ຒ຅していかないように、なんとか
地Ҭ連ܞをີにしてがんばっております。

前回と比べてみると....

市立札幌病院放射線治療科　池田　光

日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

　JASTRO	News	Letterに「がんばっています」をॻ
いてから12年が経ͪました。࣌間の経つのはڻくほ
Ͳ早いものです！　ࠓ回はԑあって「がんばっていま
す。その後」をॻく機会をいたͩきました。編集部か
ら前の原稿をૹってもらい、ಡみ直すとྫྷや׼がいっ
ͺい出てきました。౰࣌とൺֱして進าがগなく、あ
んまりؤுっていないことが分かってしまいました　
（??ʎ（׼）
　前回からࠓ回のҧいを͑ߟますと、まͣ年間の放
射線治療患ऀ਺が�31名から1
000名近くまで૿加

しました。放射線治療が社会తに広くೝ知され、ध
ཁが高まっているということでしょう。JASTRO広報
委員会をは͡めとする会員のؤுりの成Ռと͑ߟます。
౰院ではこの12年間に放射線科が放射線診断科と
放射線जᙾ科に分཭し、放射線治療の独ࣗ性が高ま
りました。ৗۈの放射線科医ࢣが�人から11人に、
放射線治療医が̍人からઐ໳医３人とϨジσント̍ 名
に૿員されました。放射線治療඼質؅ཧ３࢜名と医
学物ཧ̍࢜名が஀生しました。がん放射線療法ޢ؃
ೝఆࢣޢ؃のཛもいます。放射線治療૷ஔではΨン

日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

がんばってます、その後

大阪市立総合医療センター　放射線腫瘍科　田中正博
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日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

　前回の原稿は2000年8月とのことで、およそ10年
一昔前のものでした。1999年の年間新患਺は36�
名でした。この10年で౰院は大きくม身を਱͛ました。
2006年̐月に新病院が׬成し、松山市߫֎にҠసし
ました。また200�年1月には都道府県がん診療連ܞ
఺ڌܞఆସ͑となり、地Ҭがん診療連ࢦ఺病院にڌ
病院との医療連ܞにより愛媛県におけるがん医療ਫ
準の޲上のਪ進໾を担うことになりました。
　新病院は病床਺�0�床、*$Uや緩和έア病౩を
もつがん診療に特Խした新病院としてΦープンしまし
た。ݐ物、医療機ثもほとんͲがいれかわり、放射
線治療機ثもߋ新され、	7社の最新のリニアック二
台、$T	siNulator、ఆҐ照射૷ஔ一ࣜ、治療ܭ画
用コンϐϡータ̎台なͲ最新の機ثが૷උされまし
た。診断૷ஔにおいても1ETŋ$Tを設ஔしました。（こ
の1ETŋ$Tは、౰ॳ、診断のྲྀれをม͑てしまいそ
うなڻきをもって見ましたが、ࠓではがん診療にඞਢ
のϞμリςΟとしてのҐஔを֬立しております。）౰࣌
の国立病院（機構）としては前ྫのないことで、独立
行੓法人Խしたおか͛かと思っております（ʁ）。	
　放射線科は、放射線診断科と治療科に分かれ、
治療科は一人医長から、３名のスタッϑで診療できる

ようになりました。放射線全ମでは、元 ３々名のスタッ
ϑ਺から̕名΁と૿員を֫ಘし、もっとも૿加した診
療科となりました。	
　治療新患ऀ਺も໿̎ഒに૿͑、2010年では�93
名にୡしました。治療内༰もようやく大学病院なみの
Ϩϕルに௥いつきました。高精度治療として、ମװ部
ఆҐ放射線治療も̑ 年前から࢝め、特にഏについて
は年間�0��0ྫの患ऀを治療しております。また強
度มௐ放射線治療も四国内ではもっとも早く࢝めるこ
とができ、実੷をੵんでおります。౰院の特௃として
は、やはりೕથ患ऀが多いことですが、そのଞ、ഏ
がん、ൻ೘ثがん（前立થがん）、৯道がんなͲが多
く、ଞࢪ設とあまりかわりまͤん。
　最近の೰みは、患ऀ਺の૿加に治療機ثが௥いつ
かないことです。最近ますますෳࡶで高度Խする治療
に対して、リニアック治療̎ث台では対応࢓切れなく
なっております。新病院ができてまͩ̑年しかたって
いないのに、このようなঢ়گが೺Ѳできておらͣ、ঢ়
൑断の؁さを࿐ఄしています。日々の治療患ऀ਺گ
�0��0名から一ڍに80�90名に૿͑ることを༧ଌでき
なかったのです。しばらくはこのମ੍でやるしかない
のですが、何とかଧഁする方法を模ࡧしております。

四国がんセンター　－この１０年の飛躍－

四国がんセンター　放射線治療科　片岡正明

Ϛナイϑがߋ新済み。リニアックがߋ新中（ࠓ年の8
月に設ஔྃ׬༧ఆ。ӡ用։࢝は12月ʁ）、高線ྔ཰
イリジウム小線ݯ治療૷ஔがདྷ年度ߋ新༧ఆです。
前立થがんに対するϤード12�を用いたີ෧小線ݯ
治療とストロンνウム89によるࠎసҠ部Ґの᙭௧緩
和治療を新しく։࢝しました。
　E#.を重ࢹした治療を心がけていましたが、近年
はJ$O(（httQ���www.Kcog.KQ�）とWJO(（httQ���
www.wKog.org�）の̎つの臨床ݧࢼάループにࢀ加
し、臨床जᙾ科、ফԽث内科・֎科、ثٵݺ内科・
֎科、්人科とڞಉで臨床ݧࢼにऔり૊んでいます。
　Ҏ前から人が大切と信͡、若手の放射線जᙾ科
医を૿やす౒力をしてきたつもりですが、最近はま
すます人のつながりが大切と思うようになってきまし
た。Ҏ前ならば৯道がんのԽ学放射線療法をすると
きに放射線科にೖ院して、Խ学療法もࣗ科で実ࢪし
ていましたが、ࠓでは臨床जᙾ科にೖ院していたͩ
き、Խ学療法の部分は臨床जᙾ科が担౰してくれま
す。このおか͛で߅がんࡎの෭作用対策も׬ᘳとな

り、放射線जᙾ科医は病౩؅ཧを཭れ、放射線治
療にઐ೦できるようになりました。そのかわり֎དྷԽ
学療法のӡӦには放射線जᙾ科もڠ力しています。
リニアックのߋ新中は近くの医誠会病院・北村ୡ夫
先生、大手前病院・広川恵子先生、済生会中津病院・
福田晴行先生、大阪厚生年金病院・西多俊幸先生、
関西医科大学附属病院・೻ຏ༸子先生と鎌田実先
生、石切生喜病院・Ӭ田࢘ݑ先生、ʜ、多くの先
生方のڠ力で放射線治療がܧ続できています。また
新しいリニアックの内૷には̣̥̤法人がんとڞに生
きる会（httQ���www.cancer�KQ.coN�）事຿ہ長・
大阪がん͑͑ナϏ੍作委員会（httQ���www.osaka�
anavi.KQ�）୅表のᖛ本ᕝ紀様ほか患ऀ会の方々にも
ごڠ力をいたͩいて、患ऀさんのࢹ఺に立ͪ、より患
ऀさんに優しい、そして医療ऀにも優しい放射線治療
を進めたいと͑ߟています。

一人で頑張らずに、みんなで頑張りまひょ！
がんばろう！！日本
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日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

回の企画「がんばっています。その後」の執筆にࠓ　
が、前回ࢲ。加できることを大มޫӫに思いますࢀ
౤稿したのは2000年12月発行のNewsletter	��で、
20世紀最後に発行されたNewsletterでした。21世
紀をܴ͑、この10年間ࢲͲもの病院ではいくつかの
大きなมԽがありました。
　2002年には、業຿ྔの૿加に対応するため、放
射線科を診断部と治療部に分཭し、それまで診断業
຿も݉೚していたମ੍を治療にઐैすることにしまし
た。現在では、治療部はৗۈ�名、診断部はৗۈʴ
ඇৗ8ۈ名と、院内で最も多くの医ࢣを有する部໳に
なりました。診断部໳との分཭で最も懸೦したのは、
Ϩジσントをは͡め若い医ࢣの画૾診断能力が௿下
することでした。その対策として、若手医ࢣにはि1
回は診断部໳で実शする事をϊルϚとしてきました。
　200�年には新病院が׬成しましたが、ંからのෆ
が成立ͤͣ、༧ఆよりも਺年஗れての։ࡳ気でೖܠ
院となりました。現在のମ੍は、ϥイナック2台、Ϛイ
クロセϨクトロン1台、治療ܭ画ઐ用$T（�%	$T）1台、
治療ܭ画૷ஔ�台、術中照射ઐ用૷ஔ（.oCetron）、
1台、R*病౩3床、放射線科病౩1�床、技10ࢣ名（実
຿研修生3名）、2ࢣޢ؃名のਞ༰で、総病床਺は
332床、1日の放射線治療患ऀ਺は�0�80名です。
　新病院では、ి子カルςと治療R*Sの連ܞ、高線
ྔ཰ߢ内照射の։࢝、手術ࣨでの術中照射૷ஔの
Քಇ、*.RTの։࢝と、めまぐるしいมԽを経ݧしま
した。若い৬員が多い中で୹ظ間の間に診療ମ੍を

一新できたことは、院長や事຿をは͡めとして多くの
৬員のཧղのࣀと感ँしています。
　新病院׬成前後の਺年間は、֤診療科でස繁に
人事異ಈがあり、಄ᰍ科と්人科がٳ診する事ଶが
おき、また、ফԽث֎科・内科の大෯な人事異ಈの
༨೾で、放射線治療患ऀを集めるのにۤ労しました。
全国తには放射線治療患ऀが૿ٸしていて、໧って
いても患ऀが૿͑続けるはͣでしたが、患ऀ֬保の
ため近ྡࢪ設΁のѫࡰ回りや、֤診療科との連ܞを
構築するための౒力がඞཁでした。ਤには2000࠶
年Ҏ߱の群馬がんセンターの新ن治療患ऀのਪҠを
ࣔしましたが、JASTROの全国構଄ௐࠪの૿加ۂ線
のように順ௐには患ऀ਺が૿加しまͤんでした。放射
線治療患ऀのਪҠは、その病院全ମのঢ়گや実力を
൓өしていると言ってもա言ではありまͤん。皆様も、
設の患ऀ਺のਪҠに஫໨してみてくͩࢪࣗ さい。
　ಉ͡ࢪ設に10年Ҏ上ۈ຿するような人ࡐは有能で
ないというࢦఠもありますが、ࣗࢲ身はࣗらが治療し
た患ऀさんを長年にわたって௥੻でき、その݁Ռを
໨の౰たりにできることの幸ӡを感͡ています。将དྷ
の放射線जᙾ医の立場を͑ߟると、जᙾ内科医と対
౳の立場で議࿦できる実力をඋ͑るか、特घな治療
Խしていく気ۃ画に秀でた能力を身につけるか、二ܭ
がしています。放射線治療をઐ߈する若い医ࢣには、
将དྷのࣗらの立場を意ࣝしながら研修してもらいたい
と思います。

日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

激動の１０年間

群馬県立がんセンター　放射線治療部長　玉木義雄
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	 ょͪうͲ10年前の2001年�月の第�6号Newsletter
にࡌܝされた原稿をվめて、ಡみฦし、大きなมԽ
を実感しています。
　まͣは患ऀ਺の૿加に൐い、スタッϑが૿加しまし
た。医ࢣが1人から3人（東大より中村直थ医ࢣ、ࣗ
治医大より੺ӋՂ子医ࢣ）に૿͑、治療担౰技ࢣも
�人ۈ຿から6人ۈ຿になったͩけでなく、9名の治
療部໳に属する診療放射線技ࢣには医学物ཧ࢜およ
びཛが֤1人ۈ຿しています。ࢣޢ؃はਵ1࣌名か
らݻఆでৗ2ۈ名、ޢ؃ॿ手は1名から1.�名になり
ました。
　पล機ثではリニアック̎台のߋ新（.L$
	E1*）、
大ܘޱ$Tの新نಋೖ、前立થがんີ෧小線ݯӬ久
ૠೖ治療ࣨのಋೖ੔උ、さらには３࣍元治療ܭ画૷
ஔのಋೖ、ߋ新がありました。
　૊織のมߋとしては2006年�月に20名前後の診
断医を๊͑る放射線科から౰ॳ2人ͩけの医ࢣから
なる放射線जᙾ科として独立しました。
このように૊織としてॆ実しಘたഎܠとして3つのཁ
Ҽが͑ߟられます
ᶃϚスコミなͲを௨してがん治療における放射線治療
のҐஔͮけがมわり、患ऀさんの意ࣝの中でϚイ
ナスからプϥスのイϝージとなり、根治治療のひと
つのΦプションとしてఆ着したこと。

ᶄJASTRO健保委員を中心とした౒力のおӄで放射
線治療に関する保険੥ٻ఺਺がアップされたࠒに
౰院の特௃としてೕ๪Թ存療法をडける患ऀさん
が૿ٸし、それまでの੺ࣈ部໳からࣈࠇ部໳΁と

స׵したこと。
ᶅ2008年にがん診療連ڌܞ఺病院にࢦఆされ、厚
労লのิॿをडけて2009年に大ܕϋードウェアー
のߋ新がՄ能となり、2010年より強度มௐ放射
線治療も։࢝できるようになったこと。

　このようにࢪ設の֦ॆという఺では幸ӡな఺もあり
ましたが、࢓事ྔの૿大に൐うෛՙも年を௥うごとに
大きくなって行きました。その度にJASTROσータϕー
ス委員会作成の構଄ௐࠪのࢿྉを࣋って院長に૿員
をお願いし、ೝめていたͩきました。最近では医学物
ཧ࢜の࠾用もೝめていたͩきました。
　これまでに日大からՏक࣍郎医ࢣ、山ས大より柏
山史ึ医ࢣ、横浜市大より൘澤朋子医ࢣ、信州大
より鹿間直人医ࢣが୹ظ間ではありますが、ෝ೚し、
それͧれのಘ意分野でいろいろܹࢗを༩͑てくれまし
た。現在のスタッϑもؚめ、全員ઐ໳医なので10年
前には”ੵಡ”一方ͩった医学ࢽࡶもຖேঞಡ会を
していますので最新情報のަ׵に໾立っています。
　վめて10年を振りฦってみますと「がんばってま
す�」もいいけれͲ、一人ではݶքがあります。コϝσΟ
カルをؚめた質の高いνーム医療をめざすならば、ෛ
ՙの૿加をす΂てഎෛうことなくスタッϑの૿員をཁٻ
しなければなりまͤん。ೝめられͶば、৬をࣙすくら
いの֮ޛを࣋てば、きっと道は։けると信͡ています。
なͥならば放射線治療医はそんなに多くなく、୅わり
は؆୯には୳ͤないと思うからです。そうでなければ
ාい話ですが・・・。

がんばってます! 2　あれから10年。

聖路加国際病院放射線腫瘍科　関口建次

　2001年のNewsletterの「がんばってます」コーナー
に「がんばってまͤん」という記事をॻいて10年がա
͗ました。ࠓも「がんばらない」をϞットーにしている
はͣなのですが、なͥか๩しいຖ日です。そんな田ࣷ
の一放射線治療ઐ໳医の現ঢ়をご報ࠂいたします。
　院内తには、「がんの総合診療科」のようなঢ়ଶに
なっています。௨ৗの放射線治療のґཔは相มわら

ͣなのですが、特に経ա࡯؍をしている方の࠶発な
Ͳで「൑断に໎う」ような場合、患ऀさんはしばしば、
まるで合言葉のように「地下で相ஊしてきて」と言われ
て౰科֎དྷに現れます。こ らͪではঢ়گをઆ明してݕ
ࠪを௥加し、݁Ռをґཔ元の担౰医に報ࠂして治療
方਑を決ఆするわけですが、なんとなく「放射線治療
が最後のࡆ」という感֮がਁಁしているようで・・・。

「頑張らない」放射線治療専門医の10年後の今・・・

君津中央病院　清水わか子
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日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

日本癌治療学会印象記
京都府立医科大学大学院医学研究科　放射線診断治療学講座 山崎　秀哉

学会・研究会印象記①

　前回2002年から10年のมԽを௲ります。200�年
に独立行੓法人となるも財੓はݫしく、リニアックは
౰࣌の7arian2100$が1�年໨をܴ͑Քಇしていま
す。$Tはお古の一ྻをҠ設し、Ԗϒロック෇3࣍元
照射が200�年より։200。࢝�年にςϨ$oが600$
にߋ新され、.L$෇3࣍元照射を։2000。࢝年に
英国で学んͩことを࠶現するには޷都合で、若手に
本を教育するには໾立ͪました。若手の進Խにଅさج
れ、2010年より600$とچEcliQseをϑル活用して前
立થ*.RTを։࢝。最新設උはありまͤんのでスタッ
ϑの総力で地道に行っていますが、ࣗ分が治療ܭ画
を行うことがࠔ೉となり、若手を؂ಜするのが楽しみ
となりました。10年前にはເであった*.RTが実ಇし
ていることはڻきで、技ࢣらスタッϑの౒力に಄が下
がります。高精度治療はເですが、シスςムのมԽ
を߄て͵ようϚンνェスターで་され、諸国の事情を
ோめながら最௿Ϩϕルをҡ࣋したいところ。新患਺は
10年前の年間280݅から6�0݅に૿加。
　௿線ྔ཰૊織内照射はύリ原法に໭し、成੷は順
ௐですが݅਺がݮগ。಄ᰍ部は藤井部長の力でҺ
಄のԽ学放射線療法にҠ行。2003年に国内ॳとなっ

た前立થシード治療はൻ೘ث科੪藤部長の強力なਪ
進力で1600݅を௒͑ました。戸໼܅らスタッϑと多く
の関ऀ܎の力でถ国ฒみの治療が֬立するとは10年
前には૝૾もしまͤんでした。松井医長のおか͛で
ॆ実したೕથの診療をついに手放し、ഉ೘ഉศ໷生
活のૌ͑をきき続けるຖ日。िに前立થ患ऀさん200
名༨りに対応するܺに子宮、ೕથ、಄ᰍ部なͲの患
ऀさんと会͑ることの喜び。2002年に)%Rはϒϑϥー
にߋ新されましたが、故ো対応できͣ本年Ϛイクロセ
Ϩクトロンにٸᬎަ׵。්人科癌患ऀさんの൵໐に
200�年から若手の行うॲஔの௟੩௟௧の఺、͑ک
ణ܎です。
　2�年間のᆍと݂にまみれた経ݧでಘたのはがん患
ऀカウンセリンάというධՁ。10年間に進าした照射
技術に対してはམͪこ΅れです。長くおつきあいした
患ऀさんのお話ͩけは若手に఻͑ておかͶばと、昔
話をޠる࿝人のよう。若手とのࠩは大きく、૲৯త教
育に೰み、病౩ҡ؅࣋ཧも೉しく、緩和έアも௠෗Խ。
ுらないようにͲうؤ、଴するかظ後Ͳんなۤ೉をࠓ
౒めるか、患ऀといかに健康を分かͪ合うか、ࣗらの
緩和έアをͲう進めるか・・・ષ問౴が続きます。

がんばってます、その後

国立病院機構東京医療センター放射線科　萬　篤憲

ଞ科の先生から「 ょͪっと（1A$Sで）ࣸ 真を見てཉし
いのͩけͲ・・・」と院内1)Sをならされることも日
ৗ஡൧事です。「こういう症ঢ়が出たら対応しますよ」
とか「あるఔ度のリスクを（ご本人も担౰医も）ྃ ղし
ていたͩけるなら、࠶照射も͑ߟましょうかʁ」と言う
と患ऀさんͩけでなくओ治医までもがϗッとした表情
を見ͤることも௝しくありまͤん。「୯なるศ利屋」とい
う൷൑もあるでしょうが、ೖ院がඞཁな࣌の対応や؃
औりも全部ґཔ科で手഑していたͩいているので、う
まくgive�and�takeが成立していると͑ߟています。
　10年間地Ҭのװج病院にۈ຿して、見͑てきたこ
とが一つあります。それは「がん治療医」としての放
射線治療ઐ໳医の*dentityかもしれまͤん。早ظが
んの機能・形ଶԹ存治療から病ঢ়が進行したঢ়گ
での症ঢ়੍ޚまで、放射線感ड性の高い಄ܱ部が
んの治療から放射線に対する൓応のۃめて緩ঃなਛ
がんのࠎసҠまで、ありとあらΏるঢ়گに対応してい
る放射線治療のઐ໳医には࣌として౰֘科の先生方
とは全くҧう൑断がՄ能です。ഏ癌಄ܱ部癌ではಉ
଴される�年生存཰が全く異なる、なظでもظ7*͡

Ͳと言うことを$ancer�#oardでओுして治療方਑に
大きく関༩することもあります。高ྸऀや社会తऑऀ
が多く、ඪ準治療がద応できないこともよくあるので、
Evidence�Casedͩけでなく%ata�drivenな治療のఏ
供がՄ能な放射線治療に対するظ଴は決して小さく
ないということも実感するຖ日です。
　2011年य़に放射線治療૷ஔ一ࣜをߋ新しました。
.an�Qowerతには一般తな3࣍元治療がओで、ఆ
Ґや*.RTなͲはあくまでもoQtionです。決して最先
端の高精度治療をバリバリやっているわけではありま
ͤん。その意ຯでは本དྷのJASTROが໨ࢦすものか
らは֎れる部分も大きいかも知れまͤん。それでも、
֎དྷ௨院でのがん治療もՄ能とする地Ҭの放射線治
療がগなから͵患ऀさんとそのपғの人々の「໋」と
「人生」を͑ࢧる大切な手段であることは着実にೝめ
られています。そうしたঢ়گにあって、治ͤる方には
いい形での治༊を໨ࢦし、根治は๬めないときには最
大ݶの2OLのҡ࣋・վળをٻめ、がん治療のఈを
。る日々は続きそうです͑ࢧ

その後が ん ば て すまっ ！が ん ば て すまっ ！




